
(1) 第 48号 桐   の   音 令和 2年 3月

専攻主任 あいさつ

同窓生の皆様、日頃、本学の教育にお力添えを頂きありがとうございます。心から感謝

を申し上げます。この場をお借りしまして、この一年の専攻の活動のご報告をさせて頂き

たいと思います。

毎年のことなが ら、学生の確保につきましては相変わ らず苦労 してお りますが、このと

ころ社会人受験生の動向に変化があ り、定年退職後の人生設計の道 として、本学への進学

を考える方が増えてお り大変興味深いところです。人生 90年 と言われる昨今、60歳から

υレ30年 Vノ 圭きノbl真美jに考ぇるヵが
"青
え、小子への進字を決の、国接 じも熱′しヽに想いを

語られ、私ども教員も感銘を受けることが多々あります。そのような方々は様々な業界で

素晴らしいキャリアを築き上げた方が多く、その学ぶ姿勢は素晴らしいものです。ご自身

が築き上げてきたキャリアに音楽の専門性が加わり、その後の人生が深く充実したもの

になっていくと確信しています。そのような方々のこれからの活動が楽しみです。

さて、認定専攻科も完成年度となり、教育内容は充実しております。本学の教育内容の理解の広まりから、ありが

たいことに対外的な活動が益々増えてきております。この 1年の活動としましては、昨年 2月 に、音楽専攻が主催し、

50周年事業でも公演しました音楽劇「瀧廉太郎物語」の公演が、瀧廉太郎のお膝元、大分県竹田市に新しくできたホ

ール、「グランツたけた」の柿落とし事業として行われました。4月 には、本学の講師であられた作曲家、新実徳英先

生が作曲された震災復興ソング「つぶてソング」を歌う集いが福島県南相馬市で行われ、声楽専修の学生を中心にア

ンサンブルを結成し参加しました。今年は福島市で行われますが、器楽の学生も含め、30人近い学生が参加する予

定です。また、10月 には3年計画で行われてきた兵庫県加東市との共催企画「音楽の日」が最終年度となり、教員、学

生、卒業生によるコンサートやワークショップを行い、たくさんの市民の方々に楽しんで頂くことができました。そ

して、恒例となりました、福島県南会津町教育委員会との共催で行っている小学校での学校訪間コンサートも、3グ

ループに分かれて、学生が考えたプログラムで公演を行いました。近年は、障害を持っている方々が働く作業場での

コンリ |や、町役場てのランチタ「ムニンサート等、学校だけでない様々な環境での場が増え、学生 |こ と,て も良

い学びの場となっています。さらに、地元、調布市では、調布市文化会館のエントランスでの「小さな小さな音楽会」

や、せんがわ劇場での「サンデー・マティネ・コンサート」、神代植物公園での野外コンサート等々、地元での地域貢

献の場も充実しています。本学の教育に理解を示してくださる自治体が増えてきて益々広がりを見せているのは本

当にありがたいことと思っております。

今後の課題は学生数確保のみと申し上げて良いくらいですが、そこが根幹となります。本学のような小規模校で

は、あと 10名程度のことですので、どうにかならないかと模索を続けております。大規模校にはできないきめ細か

な一人ひとりへの教育が対外的な公演での信頼に繋がっていると思っております。音楽系大学の中では学費も安く、

認定専攻科の設立により、大学院への進学も可能となりました。同窓生の皆様には、学生確保のため、このような本

学の様子を多くの方々に発信して頂けると嬉しく思います。なお、音楽専攻奨学金に関しましては、今年度、8名の

学生に支給することができました。お力添え、心から感謝申し上げます。同窓生の皆様には、今までも様々な場面で

サポートして頂いておりますが、今後の益々の専攻との連携とお力添えをお願い申し上げ、私からのご挨拶とさせ

て頂きます。
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(2) 第 48号 桐   の   音 令和 2年 3月

桐朋学園芸術短期
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皆様には平素より本学の教育に対しまして温かいご理解とご支援、ご協力を賜り、有難く感謝申し上げます。

学生部長として学生の進路、就職についてご報告いたします。

2019年度の入学生は芸術科音楽専攻 39名、専攻科音楽専攻 22名 にてスタートを切 りました。

芸術科の学生の内訳は現役の学生が 22名、社会入学生が 17名 とやや現役生が多いものの社会人と現役

生がほぼ半数の割合で在籍しております。

社会人学生の年齢構成は 23歳から上は 78歳 までと幅広く、また近年は定年退職後、または早期退職をし

た 50代後半から60代前半の男性の社会人入学生が増えている事が 1つの特徴となっております。

就職については近年、音楽関係だけではなく一般就職を希望する学生も増えてきている状況から、ハロー

ワークや就職支援会社との提携、キャリア支援クラウドサービスキャリタス UCの加入等、進路相談室の拡

充を図ってきました。

今年度の進路、就職の動向で 1番大きな特徴は、昨年度からスタートした学位授与機構認定専攻科初の学

位 (大学卒業 )取得の卒業生 (12名 )を迎えることです (令和 2年 2月現在)。

実際、大学卒業見込みとして就職活動をした学生もおり、見事学士 (見込み)の資格で就職を果たした者も

おりました。

もう一つの動向として近年教職免許 (中学 2種)の資格を活かして就職活動する学生も増えてきており、毎

年複数名が中学音楽、小学校音楽専科の教諭、代替教員として活躍しているほか、教職免許の任用資格である

児童指導員として、学童、放課後子ども教室事業での正規職員として社会に羽ばたく学生も着実に増えてき

ております。

学校全体としては、本学を卒業後、就職、その他の進学 (進路)先を希望する学生は(演、音本科、専攻科全て

含む)約 50名～ 60名、また一般就職希望も増えてきたとはいえ、卒業後は上記の半数以上がフリーランスと

0'ノ エ 杉八 |タト瞑 、深 公 泊 、日 本 教 二 ば 呂 、僕 出 不 、m本 家 、戸 優 、ノ ロ プ ユ ~~り ~、 舞 台 の ス タ ツ ン と し て照 明 、舞

台監督、音響等)、 もしくは業務委託としての音楽教室講師、劇団所属として活動 (目指している)し ています。

桐朋学園芸術短期大学の教育の根幹にあるのは、一生自分で学び続けることができるための土台づくりで

あり、自らで学ぶ方法を知るということです。特に芸術・表現活動を目指して社会に出た学生たちは、そこか

らは試行錯誤の日々が待っていると思います。

つらいことに映るかもしれませんが、逆に言えば自身のアイデンティティを見つけ、やりたいことにまい

進するというのは素晴らしいことだと確信します。もちろんその道は非常に厳しい道であり、年月を重ねて

いくうちに志半ばで活動をやめたもの、もしくは他の道を見つけたもの、順調にその道に進めていくもの、ま

さに悲喜交々ですが成功することが全てではなく、その過程を経て彼らがどのように人間として成長してい

くか、桐朋で学んだ土台をその後の人生にどう活かしていけるかこそ大事なのではないかと思います。

この時代に好きなこと、自分の本分を見つけて表現活動を頑張って継続している彼らを心から誇りに思っ

ており、その人生の成功を願ってやみません。



(4) 第 48号 1同   の   音 令和 2年 3月

2019年 2月 14日、調布市文化会館くすのきホールにて第49回卒業・修了演奏会が開かれました。
(1は本科生、☆は専攻科生)
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Gけ 本多 磨弥 (東京都)○

2.OFヘ ンデル:私を泣かせてください(歌劇「リナルド」より)
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5。 Aジョリヴェ:フルートと弦楽のための協奏曲
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3.Rシ ューマン:クライスレリアーナ 作品16       PF.平 木 花歩 (東京都)○

第3曲  卜短調 第 6曲 変口長調
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].大 橋すみれ(神奈川県)○

PF.白尾 絵里 (演奏助手)

6.Cサ ン=サーンス:アレグロ。アパッショナート作品70 :嬰ハ短調

PF.智葉 夏鈴 (愛媛県)○
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今年も、短大で、ウイークエンドカレッジ・イブニングカレッジが開講されます.

「ご当地ソングを歌おう|」「音楽、その正体とは」「身体と占楽との調和」をはじめとして、多彩な10種類の講座が準備されています.

ご興味のおありの方は、桐朋学園芸術短期大学のホームページもしくは短大教学科 (te103-3300-4252)ま でお問い合わせください.
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(3,  第 48号 桐   の   音 令和 2年 3月
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13.D。 シュニーダー:フルート・ソナタ

第 1楽章 マンハッタナイト

第3楽章 ブラジレラ
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Л.八 谷 瑞穂 (神奈川県)☆

PF.齊藤美奈海

Sορ.木村 優実(富山県)○
PF 岩間なつみ
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知歩 (静岡県)○

順子

12.J.ブラームス:ソナタ 第3番 作品5へ短調第5楽章  PF.村 岡 奈々(北海道)☆
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Л。 中村 音舞 (長野県)☆

PF.忠 紗友里(演奏助手)

お願い



(5) 第 48号 桐   の   音 平成 2年 3月

☆同窓会『桐の音』で行つている補助活動

同窓会では、下記の活動に補助金を助成しています。助成を受けた団体は、会報に活動報告をお願い致します。

.' EEoa{+or' lolE,.EEfif,tYI

出演者の約1/2が本学の卒業生である場合、
申請があればチラシ・ポスターに「後援・桐朋
芸術短期大学同窓会『桐の音』」の記載を許可
し、当日会場に盛花を送っている。

★後援したコンサート(令和元年度)

同期会を開催する場合、申請があれば五千

円を補助する。
※各地での県人会的な同窓会の場合は要相談

●3月 27日

期生

本学卒業生で組織されてし

行っている団体、サークリ

上限とし補助する。但
を審査じ承認さ :にのみ支給、

一
一孟
一一ギ
臣

一一

05月 19日

●6月 29日

07月 19日

●8月 31日

]9月 23日

●11月 30日

012月 7日

●1月 11日

●3月 14日

「musica大 音楽会 series vo.2」

桜丘区民センター別館 桜丘ホール 大丼祥子(45期 )ほか
「あること一緒に?親子で楽しむコンサート動物カーニバル」

カフェaona 橋本さやか(48期 )ほか
「第9回二十五絃等作品演奏会‐4ptus結成10周年記念」

めぐろパーシモン小ホール 言葉景子(45期 )ほか
「musica夏の終わりの音楽会」
コーシャハイム千歳鳥山12号棟1階

コミュニティカフェななつのこ

大井祥子(45期 )ほか
「Dream futt Art concert voL13」

国立市民芸術小ホール スタジオ 竹田早希(46期 )ほか
し
=itidue´

Jヽol`lt concert～

Le Saton de Ctavier

森島絵利子(52期 )ほか
「小さなコンサート～イタリアと日本のうた～」

六本木シンフォニーサロン カ□藤理恵子(36期 )ほか
「ギターデュオ さつき コンサートvoLl
～R.ディアンスとS.アサドを讃えて～」

横浜市神奈川区民文化センターかなつくホール・ホール

杉田文 (51期 )ほか
「白尾隆フルートリサイタル」

熊本白川教会 弥永歩美 (41期 )ほか

:纏 画 期生
2019年
1・ 1月10日|,` _

私が役員を引き受 |十 てから、はや
10年 も過きてきました.役員の皆 |‐
もいろいろな事情て土来なくなつた

りで私かたた役員会 |こ 出席しており

ました。

今年思い切って同期会を開いてみ

ようと決め、何とか6月 23日 に至りま

した。思ったより出席者が多く、当日

14名 楽しく会食、お話と約48年ぶり
の再会でした。

今後につながりそうで開いてよか

ったです。    7期 生 山崎雅子

祝賀パレー ド当日と重なってしまい

ましたが東京神奈川千葉から8名 が参

力□してくれました。

今回は欠席だった京都や北海道、静

両のメンハーまた海外旅行中のメンバ

ーが LI N巨 で参加してくれてとても和気

あいあいの楽しい会になりました。

前回好評だった京都、北海道開催の

時の幹事さん達が是非もう一度来て下

さいと言ってくれ、次回は又遠出も考え

ましようと話しながらお開きになりま
した。      10期 生 吉田晃代

Mail info@kirinonejp

同期会便り

同窓会「桐の音」連絡先
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な
か
な

か
―■
京
で
き
ま
せ
ん
が

「桐
の
音
」
を
楽
し
み
に

拝
読
し
て
お
り
ま
す
‥

１０
期
　
三
橋
　
千
鶴

洗
足
学
園
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
コ
ー
ス
で
教
授
を

し
て
お
り
ま
す
〓
今
年

で
定
年
を
迎
え
ま
す
が
、

恩
師
佐
藤
暉
子
先
生
の

お
言
葉
を
胸
に
１
日
で

も
長
く
舞
台
に
立
ち
続

け
ら
れ
る
よ
う
頑
張
ち

て
お
―，
ま
す
●

４
月
オ

ベ
ラ

一
サ
ン
ド
リ
ョ
ン
」

（
せ
ん
が
わ
劇
場
Ｔ

５

月

ソ
ロ
ラ
イ
ブ

（
西
船

橋
了

６
月
レ
ト
ロ
な
歌

の
花
東

（
ミ
レ
ニ
ア
ム

ホ
ー
ル
）、
ブ
ル
ー
ア
イ

ラ
ン
ド
版

「魔
笛
」
（日

本
橋
公
会
堂
）
・
オ
ベ
ラ

「
北
斎
」
（せ
ん
が
わ
劇

場
）
・
７
月
サ
ロ
ン
コ
ン

サ
ー
ト

（
い
ず
み
ホ
ー

ル
）
・
「
あ
あ
夢

の
街
浅

草
」
１０
月
も

（浅
草
公

会

常

）
・
１１
月

「
シ

ヤ

ン
ソ
ン
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
」

（渋
谷
伝
承
ホ
ー
ル
）
に

出
演
し
ま
し
た
．

１１
期
　
板
倉
　
郁
子

母
の
介
護
に
追
わ
れ

て
い
ま
す
‐

１８
期
　
新し南な
酢
ゆ
り

「
桐

の
音
」
に
は
大

変
ご
無
沙
状
し
て
お
り

中
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

最
近
で
は
、
２
０
１
５

年
５
月
に
リ
ト
ア
ニ
ア

国
立
劇
場
に
て
杉
浦
千

畝
オ
ベ
ラ

「
人
道
の
桜

一

陛
界
初
演
、
同
７
月
に

早
稲
―――
大
学
大
限
講
堂

で
日
本
初
演
、
そ
の
後

岐
早
県
主
催
の
２
公
演

を
終
え
、
昨
年
７
月
は
、

い
わ
き
公
演
、
１０
月
ウ

ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
公
演
、

１２
月
福
井
敦
賀
公
演
を

行

い
ま
し
た
．
オ
ペ
ラ

の
脚
本
と
千
畝
夫
人

（十

子
）
役
で
出
演
さ
せ
て

頂
い
て
お
り
ま
す
．

３０
期
　
富
澤
か
ず
え

関

（せ
き
）
か
ず
え

の
″
「
で
く
ｏ
仁弓
″一）ｏ
に
出
一

て
ま
す
ｃ
シ
ャ
ン
ソ
ン

・

カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
の
演
奏

・

伴
奏

・
指
導

・
譜
面
書

き
な
ど
と
ス
タ
ジ
オ
経

営
を
し
て
い
ま
す
．

３１
期
　
日
下
部
千
夏

日
々
平
凡
に
暮
ら
し

て
お
り
ま
す
こ

３５
期
　
和
田
　
剛
治

皆
様
方
に
お
か
れ
ま

し
て
は
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
先
日
、
演
奏
会

の

ご
案
内
を
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
が
、
こ
の
度
和

田

剛

治

は
、

平

成

３０

年
度

久
留
米
市
芸
術

奨
励
賞
を
受
賞
さ
せ
て

頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し

た
．
そ
こ
で
昨
年

■
月

２１
日
”
の
ビ

ア
ノ
ソ
ロ

リ
サ
イ
タ
ル
は
、
受
賞

記
念
も
兼
ね
て
開
催
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
．
長

年

収

り

組

ん

で
き

た

フ
ラ
ン
ス
近
代
作
曲
家

ド
ビ

ュ
ッ
シ
ー
の
没
後

１
０
０
年

に
あ

た
り
、

「
月
の
光
」
や

「
ア
ラ
ベ

ス
ク
」
を
は
じ
め
と
し

た
珠
工
の
ビ

ア
ノ
作
品

を
中
心
に
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
組
み
ま
し
た
ｃ

３７
期
　
鎌
仲
　
陽
子

都
内
で
教
室
を
運
営

し
て
お
り
ま
す
．
指
導

に
関
心
お
あ
り

の
方
、

お
力
を
借
り
た
い
で
す
ｃ

（事
務
局
か
ら
…
鎌
仲
さ

ん
の
連
絡
先
を
お
知
り

に
な
り
た

い
方
は
、
桐

の
音
Ｈ
Ｐ
の

「
お
問

い

合
わ
せ
」
へ
）

４３
期

古
谷
　
ち
ず

２
０
１
８
年
８
月
出

版
し
ま
し
た
．
「自
分
責

め
を
や
め
た

い
あ
な
た

へ
～
傷

つ
い
て
い
る
あ

な
た
に
贈
る
５０
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
（み
ら
い
バ
ブ

リ
ッ
シ
ン
グ
刊
）
短
人

図
書
館
に
寄
贈
し
ま
し

た
ｃ
ま
た
、
２
０
１
９

年
９
月
９
Ｈ
に
リ
サ
イ

タ
ル
を
杉
並
公
会
堂
小

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し

た
．
５３
期
　
道
下
加
奈
恵

２
０
２
０
年

３
月
３

日
閃
１８

一
〇０
開
演

ゆ
め

り
あ
ホ
ー
ル
で
ソ
ロ
リ

サ
イ
タ
ル
を
行

い
ま
す
．



(6) 第 48号 桐   の   音 令和 2年 3月

椰
活
動
報
告

２
０
「
９
年
６
月
‐９
日

２
０
１
９
年
１０
月
２
日

２
０
２
０
年
２
月
‐９
日

２
０
１
９
年
１２
月
‐２
日

（於

・
母
校
会
議
室
）

●
平

成
３０
年
度
　
会
計
決

算
報
告

０
令
和
元
年
度
　
会
計
予
算

案
審
議

Ｃ
現
役
生
へ
の
奨
学
金

（寄

付
金
ま
た
は
補
助
金
）
に

つ
い
て

予
算
案
は
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
さ
ら
に
、
松
井

先
生
か
ら
学
校
の
現
状
等
の

お
話
を
伺
っ
た
後
、
奨
学
金

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
件
に
つ
い
て
は
今
回
集

ま
っ
た
意
見
を
参
考
に
、
役

員
会
に
て
さ
ら
に
検
討
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
し

２
０
２
０
年
１
月
‐６
日

●
２
０
１
９
年
度
卒
業
予
定

者
に
対
す
る
説
明
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

（
５５
期
生
と
な
り
ま
す
）

令和元年度予算案 (通常会計)

1収人の 1,,

前年度よ1)の繰越企

30年 度卒業生入会今

利息

年会費 (見込み」

〔桐の音 平成 30年度 決算報告 j 特別会計報告

¥4.759.942

¥570.000

¥10

¥800.000

(収入の部)

新入会員大会金

利息

年会費

繰越金

予算案

¥765000

Y10

¥800000

¥4.468.027

決算額

¥765000

¥33

¥1647.050

¥4.468.027

(収入の部)

前年度繰越金

通常会計より

利息

¥10.096.489

¥800.000

¥98

合計

1支出の部 )

HP関係費
会劇t関係費

青楽活動費

各委員活動費

同窓生後援費

交際費

会議費

雑費 (郵送費・振込手数料,

特別会計へ

¥6.129,952   合計 ¥6.033,037 ¥6.880.110
合計

1支出の部,

ホームページリニューアル

振込手数十1

次年度繰越

¥110.000

¥610,000

¥10,000

Y60.000

¥100.000

¥30.000

¥100000

¥90000

¥800,000

¥10,896.587

¥86.400

¥1432

¥10.809,755

合計 Y10.896.587

上記決算報告書監査の結果、

相違ないことを認めます。

2019年 4月 30日 会計監査合計

次年度操越金

¥1.910,000

¥4.219.952

"1000■
同窓会のお手伝いをして下さる方、会報の編集の

お手伝いをして下さる方を募集しています。  議

′.‐‐‐| ‐|,‐

11‐|,I.  info@kirinone.jp   __

千i旧 ll早 ll‖旧1早 l‖ |li早 i

003-3717-2011(皆 川)
住所、氏名等に変更がある場合は、

代表委員長または、各期の代表委員まで。

b http://www.kirinone.jp
x info@kirinone.jp

スマヤ 七

智 葉 夏

木鈴

躍

子

子

れ

紀

　

　

み

由

彰

す

美

優

宣
（

尾

澤

井

藤

瑠 歌

震 舗需

1支出の部,      予算案   決算額
HP関係費      ¥110.000 ¥119654
会辛lt関係費      ¥600.000 Y589.636
音楽活動費       ¥10.000    ¥0
各委員活動費      ¥60.000  ¥9,320
同窓生後援費     ¥100.000  ¥60.582
交際費         ¥30.000    ¥0
会議費         ¥80.000 ¥121.526
推費1郵送費・振込手数料I   Y90.000  ¥119■ 50

特別行事積立1特別会計へ・  ¥800.000  ¥800.000

繰越令        ¥■ 153.037 ¥4,759.942
ムヽ 1-           ¥6.033.037 Y6,880.110

1( u''t,''al

facebook.
陶

短大がfacebookを 開設。

今の短大をダイレクトな

情報として矢□ることができます。

是非、皆さん「いいね」を

よろしくお願いします。


